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豊後大野市成人式
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豊後大野市議会

年２ ２ １令和 月 日発行



（第66号2020.2） 2

令
和
元
年
第
４
回
定
例
会

（
会
期　

12
月
２
日
～
20
日
）

12
月
２
日
か
ら
第
４
回
定

例
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
21
議
案
が

上
程
さ
れ
、
慎
重
に
審
議
を
行

い
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
し
ま
し
た
。

　

９
日
と
10
日
の
２
日
間
に
わ

た
り
、
行
わ
れ
た
一
般
質
問
に

は
、
６
人
の
議
員
が
登
壇
し
、

執
行
部
と
活
発
な
論
戦
を
展
開

し
ま
し
た
。（
９
～
15
ペ
ー
ジ

参
照
）

　　

今
定
例
会
に
は
、
延
べ
13
人

の
方
々
が
傍
聴
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

令和元年度 一般会計補正予算（第3号）

１億１８３５万２千円 追加
《一般会計予算総額》

298億2446万7千円

補正予算の一部を紹介

道の駅等管理運営事業

ふるさと応援寄附金事業

県営等土地改良事業

観光施設整備事業

７９３万５千円増額

3539万 6千円増額

4269万 3千円増額

1144万 1千円増額

ふるさと応援寄附金の増額に伴うもの。

県営事業の変更に伴う負担金の補正による
もの。

旧内山観音周辺観光施設「長者の里」の

解体に伴うもの。６９４万１千円増。

リバーパーク犬飼リニューアルに伴う備

品購入費の補正及び県補助金内示に伴うも

の。４５０万円増。

旧原尻の滝へるとハウスの用地購入に伴うもの。



12 月定例会（主な議決事項）

33 （第66号2020.2）

豊後大野市支所設置条例の一部改正

豊後大野市水道事業給水条例の一部改正

豊後大野市個人情報保護条例の一部改正

　支所の新築移転によるもの

　要配慮個人情報の定義を規定

清 川 支 所

朝 地 支 所

※要配慮個人情報・・・本人の人種、信条、社会的身分、

病歴、犯罪の経歴、犯罪により害を被った事実その他本

人に対する不当な差別、偏見その他の不利益が生じない

ようにその取扱いに特に配慮を要するもの。

支所・公民館の整備方針に基づく支所
の新築移転により位置を変更するも

のです。

行政機関の保有する個人情報の保護に関
する法律の一部改正に伴い、※要配慮

個人情報の定義を規定するとともに、所要の
改正を行うものです。

水道法の一部改正により指定給水装置工
事事業者の指定に更新制が導入された

ことに伴い、更新手数料の設定等を行うもの
です。
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豊後大野市下水道事業の設置等に関する条例の制定

豊後大野市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正

字 の 区 域 の 変 更

豊後大野市公共下水道事業について、計

画的な経営基盤の強化や財政マネジメ

ントの向上等をより的確に行うため、地方公

営企業法の規定のうち財務規定等を適用する

ものです。

県営耕作放棄地解消・発生防止基盤整備

事業小富士地区２工区・３工区の土地

改良事業の完了により、字の区域を変更する

ものです。

働き方改革を推進するための関係法律の

整備に関する法律による民間労働法制

の一部改正を踏まえ、長時間労働の是正等を

図るため、所要の改正を行うものです。

地方公営企業法の財務規定等を適用

働き方改革を推進



12 月定例会（主な議決事項）

55 （第66号2020.2）

公 の 施 設 の 指 定 管 理 者 の 指 定

リバーパーク犬飼の指定管理者を指定

豊後大野市リバーパーク犬飼の指定管理者を指定することについて、豊後大野市公の

施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例第４条の規定により、Ｇｏａｐ株式

会社を指定管理者として選定するものです。

　本施設においては、これまで市が直接管理運営していましたが、豊後大野市行政改革大

綱に基づく公共施設の見直しに伴い、令和２年度から指定管理者制度を導入するものであ

り、民間事業者等が有するノウハウを活用することにより、利用者へのサービスの向上及

び経費の削減を図るものです。

１　指定管理者となる団体
　　所在地：大分市大字中尾１１１１番地の４
　　名　称：Ｇｏａｐ（ゴーアップ）株式会社

２　指定の期間
　　令和２年４月１日～令和５年３月３１日

改修中のリバーパーク犬飼



主
な
議
案
の
審
査
経
過
を
報
告
し
ま
す

（第66号2020.2） 6

【
付
託
議
案
の
審
査
結
果
】

　

議
案
10
件
を
付
託
さ
れ
、
慎
重
審

査
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
す
べ
き

と
し
ま
し
た
。　 総

務

厚
生
文
教

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会

【
付
託
議
案
の
審
査
結
果
】

　

議
案
２
件
を
付
託
さ
れ
、
慎
重
審

査
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
す
べ
き

と
し
ま
し
た
。

委
員
会
審
査
報
告 

主
な
議
案
の
審
査
経
過
を
報
告
し
ま
す

　

一
般
職
の
職
員
の
給
与
改
正
の
状
況

に
合
わ
せ
て
、
市
長
及
び
副
市
長
の
給

与
等
に
つ
い
て
改
正
を
行
う
も
の
で

す
。
内
容
に
つ
い
て
は
市
長
及
び
副
市

長
の
期
末
手
当
の
支
給
割
合
を
年
間

０
・
０
５
月
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。

　

働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
関

係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
に
よ
る

民
間
労
働
法
制
の
一
部
改
正
を
踏
ま

え
、
長
時
間
労
働
の
是
正
等
を
図
る
た

め
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　
　

職
員
の
業
務
の
内
容
、
質
、
量
等

を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
実

情
の
業
務
に
合
わ
せ
た
適
正
な
正
規
職

員
数
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
　

特
別
職
に
つ
い
て
は
、
勤
勉
手
当

と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で

期
末
手
当
に
相
当
月
数
を
引
き
上
げ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。

●
豊
後
大
野
市
特
別
職
の
職
員
で
常
勤

の
も
の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

●
豊
後
大
野
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休

暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
　

時
間
外
勤
務
を
抑
制
さ
れ
る
と
な

る
と
、
今
の
人
員
体
制
で
大
丈
夫
な
の

か
。

　
　

市
の
職
員
は
勤
勉
手
当
の
引
き
上

げ
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
市
長
、
副
市

長
は
な
ぜ
期
末
手
当
で
の
引
き
上
げ
な

の
か
。

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
０
５
万
円
を	

追
加
し
、
総
額
54
億
１
２
９
２
万
６
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
２
５
０
万
４
千
円
を
追
加	

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
65
億
７
０
５
５
万
４
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

　
　

保
険
給
付
費
等
交
付
金
に
つ
い
て

は
、
国
民
健
康
保
険
の
保
険
給
付
に
充

て
ら
れ
る
分
に
つ
い
て
、
県
か
ら
交
付

を
受
け
る
も
の
が
主
な
内
容
に
な
っ
て

い
ま
す
。
従
っ
て
、
本
年
度
の
給
付
の

見
込
み
額
が
昨
年
よ
り
減
額
に
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
数
字
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

現
在
残
高
で
５
億
６
８
０
０
万
円

あ
り
ま
す
。

　
　

５
億
円
程
度
で
推
移
し
て
く
れ
れ

ば
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
事
業
計
画
を

策
定
す
る
段
階
で
基
金
の
繰
り
入
れ
を

前
提
に
計
画
し
て
い
ま
す
。
繰
り
入
れ

な
が
ら
、
残
っ
た
も
の
を
準
備
金
に
繰

り
入
れ
る
と
い
う
こ
と
で
順
調
に
推
移

し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
令
和
元
年
度
豊
後
大
野
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

●
令
和
元
年
度
豊
後
大
野
市
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
　

保
険
給
付
費
等
交
付
金
が
減
額
補

正
さ
れ
る
よ
う
だ
が
、
交
付
金
の
総
額

が
例
年
よ
り
少
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　

補
正
で
介
護
給
付
費
準
備
基
金
繰

入
金
が
減
額
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
の

準
備
基
金
の
残
高
は
ど
の
く
ら
い
あ
る

の
か
。

　
　

基
金
残
高
の
目
安
は
、
ど
の
く
ら

い
を
考
え
て
い
る
の
か
。



77 （第66号2020.2）

【
付
託
議
案
の
審
査
結
果
】

　

議
案
８
件
を
付
託
さ
れ
、
慎
重
審

査
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
す
べ
き

と
し
ま
し
た
。　

12 月定例会（委員会審査報告、人事案件）

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
　

清
掃
等
に
つ
い
て
は
、
市
の
ほ
う

で
お
雇
い
し
て
い
る
方
が
い
つ
も
き
れ

い
に
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
利
用
者

な
ど
に
大
変
好
評
価
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
を
踏

ま
え
た
中
で
、
指
定
管
理
者
に
お
伝
え

は
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

施
設
の
維
持
管
理
を
外
部
委
託
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
地
元
の
方
の
雇
用
を

優
先
的
に
で
き
な
い
か
。　
　
　
　
　

　

現
在
運
営
し
て
い
る
豊
後
大
野
市
公

共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
地
方
公

営
企
業
法
の
規
定
の
財
務
規
定
等
を
適

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
経
営
、
資
産
等

の
状
況
を
正
確
に
把
握
し
、
経
営
基
盤

の
強
化
や
財
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
向
上

等
に
よ
り
、
的
確
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
た
い
の
で
制
定
す
る
も
の
で
す
。

　

豊
後
大
野
市
リ
バ
ー
パ
ー
ク
犬
飼
の

指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
こ
と
に
つ
き

ま
し
て
、
豊
後
大
野
市
公
の
施
設
の
指

定
管
理
者
の
指
定
の
手
続
等
に
関
す
る

条
例
第
４
条
の
規
定
に
よ
り
、
大
分
市

に
所
在
地
が
あ
り
ま
す
、Ｇ
ｏ
ａ
ｐ（
ゴ

ー
ア
ッ
プ
）
株
式
会
社
を
指
定
管
理
候

補
者
と
し
て
選
定
す
る
も
の
で
す
。

　

支
所
水
道
施
設
維
持
管
理
業
務
の
債

務
負
担
行
為
限
度
額
２
８
０
０
万
円
を

設
定
す
る
も
の
で
す
。
今
回
の
債
務
負

担
行
為
の
設
定
は
、
令
和
２
年
４
月
１

日
よ
り
支
所
の
水
道
施
設
の
維
持
管
理

業
務
を
民
間
に
外
部
委
託
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。

　
　

１
者
の
業
者
に
委
託
し
、
市
内
に

事
務
所
を
設
置
し
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
よ
う
な
形
に
し
て
、
漏
水
等
が

あ
れ
ば
連
絡
先
が
支
所
か
ら
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
に
な
る
と
い
う
体
制
を
考
え

て
い
ま
す
。

　
　

全
部
適
用
は
、
財
務
、
会
計
方
式

が
企
業
会
計
方
式
と
な
り
ま
す
。
公
営

企
業
の
組
織
経
営
は
一
般
行
政
組
織
か

ら
切
り
離
さ
れ
、
独
立
し
た
組
織
と
な

り
ま
す
。

　

一
部
適
用
に
つ
い
て
は
、
会
計
方
式

は
企
業
会
計
方
式
と
な
り
ま
す
が
、
組

織
体
制
は
地
方
公
営
企
業
の
長
、
つ
ま

り
市
長
が
業
務
を
執
行
し
、
職
員
の
身

分
は
地
方
公
務
員
法
が
適
用
さ
れ
ま

す
。

　
　

職
員
は
３
名
体
制
で
、
敷
地
内
の

清
掃
等
は
委
託
を
考
え
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。

●
豊
後
大
野
市
下
水
道
事
業
の
設
置
等

に
関
す
る
条
例
の
制
定

●
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て

●
令
和
元
年
度
豊
後
大
野
市
上
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
　

委
託
す
る
業
者
は
１
者
に
な
る
の

か
。

　
　

地
方
公
営
企
業
法
の
全
部
適
用
と

一
部
適
用
の
違
い
は
。　
　

　
　

指
定
管
理
に
な
れ
ば
常
勤
職
員
は

何
名
に
な
る
の
か
。　
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※○＝賛成　×＝反対　退＝退席　欠＝欠席　除＝除斥　　衞藤竜哉議員は議長職のため表決権はありません。

会　　派　　名
議
決
年
月
日

議
決
結
果

創生会 市民クラブ 緑政会 政友会

  　　　　　　　　　　　　　議員名  
件　名　　　　　　　　　　　　 

赤
峰
　
映
洋

小
野
　
泰
秀

宮
成
　
昭
義

佐
藤
　
辰
己

衞
藤
　
正
宏

田
嶋
　
栄
一

後
藤
　
雅
克

穴
見
　
眞
児

吉
藤
　
里
美

嶺
　
　
英
治

首
藤
　
正
光

川
野
　
優
治

内
田
　
俊
和

沓
掛
　
義
範

小
野
　
順
一

神
志
那
文
寛

豊後大野市支所設置条例の一部改正について 12 月20日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市個人情報保護条例の一部改正について 12 月20日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市職員の分限に関する手続及び効果等に関する条例
及び豊後大野市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する 
基準を定める条例の一部改正について

12 月20日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市職員の給与に関する条例の一部改正について 12 月20日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関す
る条例の一部改正について

12 月20日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

豊後大野市教育委員会教育長の給与及び勤務時間等に関する条例の一部
改正について

12 月20日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

豊後大野市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正に
ついて

12 月20日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

豊後大野市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について 12 月20日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市水道事業給水条例の一部改正について 12 月20日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市簡易水道事業給水条例の一部改正について 12 月20日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市下水道事業の設置等に関する条例の制定について 12 月20日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

字の区域の変更について 12 月20日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

字の区域の変更について 12 月20日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

公の施設の指定管理者の指定について 12 月20日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和元年度豊後大野市一般会計補正予算（第 3 号） 12 月20日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

令和元年度豊後大野市国民健康保険特別会計補正予算（第 3 号） 12 月20日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和元年度豊後大野市介護保険特別会計補正予算（第 3 号） 12 月20日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和元年度豊後大野市農業集落排水特別会計補正予算（第 3 号）12 月20日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和元年度豊後大野市公共下水道特別会計補正予算（第 3 号） 12 月20日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和元年度豊後大野市浄化槽施設特別会計補正予算（第 3 号） 12 月20日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和元年度豊後大野市上水道特別会計補正予算（第 2 号） 12 月20日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

各議員の議案に対する賛否の状況(令和元年第4回定例会）

12 月定例会（賛否一覧）



宮成昭義（10 ページ） 嶺　英治（13 ページ）

赤峰映洋（14 ページ）後藤雅克（11 ページ）

小野泰秀（12 ページ） 吉藤里美（15 ページ）

•	 第３期豊後大野市行政改革集中改革プラン
　における実績について
•	千歳町における小中学校の改修・改築に	
　ついて

•	マイナンバー制度の取り組み姿勢について
•	保育園、認定子ども園の待機児童と緒方	
　保育園の位置づけについて

•	新図書館・新歴史民俗資料館について
•	豊後大野市民病院の今後は

•	市民提案型協働のまちづくり活動推進事業	
　について
•	市管理の公用車について

•	平成 30 年度決算と令和２年度予算について
•	職員体制について
•	地域おこし協力隊について

•	学校教育の充実について
•	飲料用水の安定した供給について
•	障がいのある方への防災行政情報の提供に
　ついて

12 月９日と１０日に行われた一般質問には６名の議員が登壇し、第３期集中改革プランについて、まちづくり活動推進事業について、マイナンバー制度など１４項目にわたり、執行部と活発な論戦を
展開しました。
　議会だよりでは、紙面の都合上、質問と答弁を要約して掲載しておりますので、臨場感ある本会議場での
傍聴をお待ちしております。

※　一般質問＝議員個人が市の行財政全般にわたり、市長をはじめとする執行機関に対して行う質問。一般質問　
　　は各定例会で行われ、本市議会の場合、質問時間は答弁も含め１人60分以内の一問一答方式で行っています。

一 般 質 問

６名の議員 市政が を問う

99 （第66号2020.2）



一 般 質 問

（第66号2020.2） 10

創 生 会

宮
みや

成
なり

昭
あき

義
よし

千歳町の小中学校の改修・改築は

校舎等のあり方を協議

第
３
期
プ
ラ
ン
の
実
績
は

一
定
の
成
果
を
上
げ
た

　

①
小
学
校
の
体
育
館
の

ト
イ
レ
改
修
、
②
中
学
校

体
育
館
の
床
改
修
、
③
中

学
校
校
舎
の
改
築
に
つ
い

て
、
伺
う
。

　

第
３
期
豊
後
大
野
市
行

政
改
革
集
中
改
革
プ
ラ
ン

が
平
成
27
年
度
よ
り
令
和

元
年
度
ま
で
の
５
年
間
に

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し

て
、
①
総
人
件
費
に
つ
い

て
、
②
公
債
費
削
減
に
つ

い
て
、
③
行
政
評
価
に
つ

い
て
、
④
歳
入
確
保
に
つ

い
て
、
⑤
行
政
組
織
・
機

構
に
つ
い
て
、
の
５
項
目

の
方
策
が
な
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
実
績
は
。

　

最
後
に
今
後
の
プ
ラ
ン

の
考
え
は
。

①
削
減
目
標
の
４
億
円

を
上
回
る
１
２
０
％
の
進

捗
率
。

②
公
債
費
が
令
和
４
年

度
に
32
億
９
４
６
万
１
千

円
と
ピ
ー
ク
を
迎
え
、	

30
年
度
決
算
と
比
較
す
る

と
２
億
５
千
万
円
程
度
増

加
す
る
が
、
実
質
公
債
費

比
率
な
ど
の
財
政
指
標
に

留
意
し
自
主
財
源
の
確
保

や
事
業
の
集
中
と
選
択
に

努
め
財
政
運
営
に
取
り	

財
政
基
盤
の
安
定
化
を

図
り
な
が
ら
、
少
な
い
人

員
と
最
少
の
コ
ス
ト
で
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を
維

持
し
経
費
の
削
減
だ
け
で

な
く
、
新
し
い
技
術
の
導

入
や
新
た
な
視
点
に
よ
る

改
革
に
積
極
的
に
取
り
組

み
行
財
政
改
革
を
推
進
す

る
。

質

質

答

答

市
長

財
政
課
長

こ
れ
ま
で
７
年
間
に
及

ぶ
連
携
型
小
・
中
一
貫
教

育
の
成
果
を
も
と
に
、
小

中
一
貫
校
に
つ
い
て
議
論

し
、
令
和
２
年
度
の
学
校

教
育
方
針
に
盛
り
込
み
、

そ
の
実
現
に
向
け
て
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
。

改
築
に
つ
い
て
は
、
今

後
千
歳
小
、
中
学
校
の
校

舎
等
の
あ
り
方
を
協
議

し
、
校
舎
や
体
育
館
の
改

修
に
つ
い
て
は
部
分
的
な

修
繕
で
対
応
す
る
。

質

答
教
育
長

組
む
。

③
事
務
事
業
評
価
の
結

果
を
踏
ま
え
て
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
配
慮
し
予

算
編
成
に
努
め
る
。

④
課
税
客
体
の
適
正
把

握
や
滞
納
対
策
等
に
よ
る

歳
入
確
保
に
取
り
組
む
。

⑤
適
正
な
人
員
配
置
に

よ
り
機
能
的
、
効
率
的
な

行
政
組
織
、
機
構
の
構
築

に
努
め
る
。

千歳小学校体育館

千歳中学校



～ 6 名の市議が市政を問う～

1111 （第66号2020.2）

市民提案型協働のまちづくり
活動推進事業について

事業内容を見直す

創 生 会

市
管
理
の
公
用
車
に
つ
い
て

廃
車
の
買
い
取
り
業
者
に

つ
い
て
は
調
査
す
る

後
ご

藤
とう

雅
まさ

克
かつ

　

令
和
２
年
度
以
降
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
。

　

10
月
に
行
わ
れ
た
総
務

常
任
委
員
会
の
進
捗
状
況

調
査
時
に
、
何
年
も
放
置

さ
れ
て
い
る
バ
ス
に
つ
い

て
指
摘
を
さ
れ
て
い
る
が

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

公
用
車
は
市
民
の
財
産

な
の
で
、
処
分
す
る
際
は

売
却
し
て
収
入
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
そ
し
て
程

度
の
良
い
物
は
払
い
下
げ

を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た

い
。公

用
車
の
処
分
に
つ
い

て
は
通
常
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

一
般
市
民
へ
の
払
い
下

げ
な
ど
、
売
却
処
分
は
考

え
て
い
な
い
の
か
。

　

有
償
で
買
い
取
り
業
者

が
あ
れ
ば
今
後
は
検
討
で

き
る
の
か
。

　

市
内
業
者
に
限
ら
な
く

て
は
い
け
な
い
の
か
。

　

数
多
く
の
ア
イ
デ
ィ
ア

が
各
地
域
や
各
種
団
体
か

ら
生
ま
れ
て
く
る
と
思
う

の
で
、
ど
ん
ど
ん
提
案
い

た
だ
け
る
よ
う
に
来
年
度

以
降
も
継
続
し
た
い
。

　

そ
の
上
で
、
よ
り
多
く

の
団
体
を
採
択
で
き
る
よ

う
事
業
内
容
の
見
直
し
を

図
る
。
し
か
し
、
現
在
の

３
０
０
万
円
の
予
算
枠
増

額
は
今
の
と
こ
ろ
考
え
て

い
な
い
。

　

平
成
29
年
６
月
に
車
検

が
切
れ
て
か
ら
放
置
し
て

い
た
。
廃
車
の
必
要
性
は

認
識
し
て
い
た
が
、
手
続

き
を
怠
っ
て
お
り
、
指
摘

後
廃
車
手
続
き
を
終
了
し

た
。
申
し
訳
な
か
っ
た
。

廃
車
業
者
に
手
数
料
無

料
で
処
分
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
。

県
内
４
市
が
公
売
を
し

て
い
る
が
、
一
般
向
け
に

は
行
っ
て
い
な
い
。
本
市

に
お
い
て
も
一
般
市
民
向

け
の
公
売
は
考
え
な
い
。

　

市
内
の
業
者
は
、
引
き

取
り
手
数
料
が
か
か
る
と

こ
ろ
ば
か
り
で
あ
る
。

　

そ
こ
も
含
め
て
検
討
の

余
地
が
あ
る
の
で
、
今
後

調
査
し
て
い
く
。

質

質

質質

質質

答

答

答答

答答

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

財
政
課
長

財
政
課
長

財
政
課
長

財
政
課
長

～６名の市議が市政を問う～

廃車されず放置されていたコミュニティバス



一 般 質 問

（第66号2020.2） 12

創 生 会

小
お

野
の

泰
やす

秀
ひで

　

平成３０年度決算と
令和２年度予算について
経常収支比率は県内でも良好な数値

職
員
体
制
に
つ
い
て

地
域
お
こ
し
協
力
隊

に
つ
い
て

適
正
な
人
員
配
置
に
努
め
る

地
域
へ
の
定
住
・
定
着
に
努
め
る

平
成
30
年
度
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
が
議

決
さ
れ
た
が
、
経
常
収
支

比
率
が
90
％
を
超
え
大
変

窮
屈
な
財
政
運
営
を
強
い

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

の
財
政
運
営
の
総
括
は
。

本
市
で
は
市
役
所
の
職

員
採
用
は
、
人
件
費
の
抑

制
の
た
め
に
平
成
18
年
度

か
ら
平
成
26
年
度
ま
で
３

名
で
あ
っ
た
。
こ
れ
も
行

政
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
い

た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
職

員
の
年
齢
構
成
に
偏
り
が

生
じ
、
平
均
年
齢
も
高
い

水
準
に
あ
る
。
今
後
の
職

員
構
成
計
画
と
新
規
採
用

職
員
は
ど
の
よ
う
に
な
る

の
か
。

市
役
所
の
正
規
職
員
は

現
在
４
２
７
人
い
る
が
、

な
ん
と
51
人
が
豊
後
大
野

市
民
で
な
い
職
員
で
あ

る
。
新
規
採
用
試
験
の
一

項
目
に
市
内
在
住
を
条
件

に
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
。

平
成
21
年
度
「
都
市
部

の
若
者
の
地
方
へ
の
定
住

移
住
を
図
る
取
り
組
み
」

と
し
て
総
務
省
が
「
地
域

お
こ
し
協
力
隊
」
を
創
設

し
た
。
本
市
に
お
け
る
こ

れ
ま
で
と
現
在
の
「
地
域

お
こ
し
協
力
隊
」
の
活
動

状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

平
成
30
年
度
の
財
政
状

況
は
、
合
併
初
年
度
と
比

較
し
て
、実
質
公
債
費
率
、

将
来
負
担
比
率
を
始
め
と

す
る
財
政
指
標
や
基
金
残

高
、
市
債
残
高
は
着
実
に

改
善
し
て
い
る
。

現
下
の
社
会
経
済
情
勢

か
ら
職
員
総
数
は
削
減
し

て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
が
、

複
雑
多
様
化
す
る
行
政
課

題
に
適
切
に
対
応
で
き
る

持
続
可
能
な
行
政
組
織
を

確
立
す
る
た
め
、
今
後
に

お
い
て
も
計
画
的
な
職
員

採
用
に
努
め
て
い
く
。

　

法
律
に
抵
触
す
る
た
め

で
き
な
い
。

　

こ
れ
ま
で
活
動
を
終
了

し
た
５
人
の
隊
員
の
う
ち
、

１
人
が
定
住
し
て
お
り
、

現
在
５
人
の
隊
員
の
う
ち

１
人
は
結
婚
し
、
３
人
は	

活
動
終
了
後
も
市
内
に
定

住
し
、
起
業
す
る
意
向
で

あ
る
。

質

質

質

質

答

答

答

答

市
長

市
長

市
長

総
務
企
画
統
括
理
事

LAMP 豊後大野（豊後大野市祖母山麓尾平青少年旅行村）
に勤務する地域おこし協力隊

日
ひ

淺
あさ

　聡
さと

士
し

さん　　　　　　　廣
ひろ

岡
おか

　陵
りょう

さん



～ 6 名の市議が市政を問う～

緒方保育園

1313 （第66号2020.2）

市 民 ク ラ ブ

嶺
みね

　 英
えい

治
じ

マイナンバーカードの取り組み
姿勢について

保育園・認定こども園の待機児童と
緒方保育園の位置づけについて

出張申請受付などで、マイナンバーカード
取得に貢献する

国の動向を注視しながら、緒方保育園の運
営形態のあり方の検討を重ねていく

～６名の市議が市政を問う～

　

２
０
２
０
年
９
月
か
ら

消
費
活
性
化
策
と
し
て
、

２
万
円
の
チ
ャ
ー
ジ
に
対

し
て
５
千
円
の
ポ
イ
ン
ト

が
付
与
さ
れ
る
。
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保
有

と
マ
イ
キ
ー
Ⅰ
Ｄ(

ア
イ

デ
ィ
ー
）
の
設
定
が
条
件

で
あ
る
。
２
０
２
１
年
３

月
か
ら
は
、
健
康
保
険
証

と
し
て
も
本
格
活
用
さ
れ

る
。
本
年
度
の
準
備
の
た

め
補
助
金
の
活
用
状
況
は
。

　

市
の
職
員
が
41
％
の
取

得
率
に
対
し
て
、
市
民
の

取
得
率
は
12
％
。
ど
の
よ

う
に
普
及
し
て
い
く
の
か
。

　

本
市
の
待
機
児
童
の
状

況
は
。

　

緒
方
保
育
園
の
活
用
に

つ
い
て
は
。

　

カ
ー
ド
の
申
請
や
マ
イ

キ
ー
Ｉ
Ｄ
の
設
定
を
円
滑

に
進
め
る
た
め
11
月
か
ら

１
名
の
臨
時
職
員
を
配
置

し
て
い
る
。

　

事
業
所
や
地
域
等
で
一

定
人
数
集
ま
っ
た
団
体
を

対
象
に
「
出
張
申
請
受
付

」
を
実
施
し
、
カ
ー
ド
交

付
時
に
受
け
取
り
が
で
き

な
い
方
に
は
カ
ー
ド
を
郵

送
す
る
こ
と
も
検
討
し
て

い
る
。

　

利
用
定
員
合
計
１
０
０	

６
人
に
対
し
、
利
用
児
童

数
８
４
８
人
、
率
に
し
て

84
・
３
％
と
な
っ
て
い

る
。
幼
児
教
育
・
保
育
の

　

園
舎
の
老
朽
化
や
、
保

護
者
の
送
迎
な
ど
安
全
な
駐

車
場
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
等
の

課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
旧

緒
方
工
業
高
校
跡
地
に
新
築

移
転
す
る
方
向
性
を
示
し

た
。

質

質

質

質

答

答

答

答

市
民
生
活
課
長

市
民
生
活
課
長

市
長

市
長

無
償
化
に
よ
る
入
所
申
し

込
み
の
動
向
を
注
視
し
て

い
く
。

一
方
で
10
月
か
ら
実
施

さ
れ
た
幼
児
教
育
・
保
育

の
無
償
化
に
伴
い
、
緒
方

保
育
園
を
始
め
と
す
る
公

立
分
は
全
額
市
が
負
担
す

る
こ
と
に
な
る
。
国
の
動

向
を
注
視
し
な
が
ら
緒
方

保
育
園
の
運
営
形
態
等
の

あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を

重
ね
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。
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一 般 質 問

創 生 会

赤
あか

峰
みね

映
てる

洋
ひろ

新図書館、歴史民俗資料館の運営に
おいて満足度はどのように上げるのか

滞在型の施設を目指す

国は地方の公的病院の存続に危機感を持って
いるが、市民病院はどう感じているのか

近隣の医療機関と役割を分担し、
機能の集約化を行う

新
図
書
館
建
設
中
、
現

図
書
館
を
閉
鎖
す
る
よ
う

だ
が
、
完
全
に
図
書
館
機

能
が
動
か
な
い
こ
と
は
問

題
で
あ
る
。
臨
時
の
図
書

館
を
狭
く
て
も
い
い
か
ら

最
小
限
の
運
営
を
し
て
、

新
刊
本
や
話
題
の
本
の
貸

し
出
し
を
し
て
欲
し
い
が

そ
の
一
考
は
な
い
の
か
。

現
歴
史
民
俗
資
料
館
に

は
、
一
部
し
か
歴
史
遺
産

を
展
示
し
て
い
な
い
が
、

新
資
料
館
に
は
多
く
を
展

示
で
き
る
の
か
。

持
続
可
能
で
安
心
で
き

る
地
域
医
療
、
介
護
体
制

の
実
現
に
は
、
再
構
築
が

不
可
欠
で
、
公
立
病
院
の

再
編
、
統
合
を
求
め
ら
れ

て
い
る
が
、
そ
う
い
っ
た

議
論
や
検
討
は
行
っ
て
い

る
の
か
。

経
常
収
支
黒
字
化
に
向

け
て
取
り
組
み
は
し
て
い

る
が
、
医
療
収
益
が
医
療

費
用
を
大
き
く
下
回
っ
て

い
る
。
今
後
は
ど
う
な
る

の
か
。

利
益
追
求
よ
り
、
市
民

の
多
く
の
人
が
診
療
に
来

て
も
ら
う
よ
う
な
よ
り
信

頼
で
き
る
病
院
に
舵
を
切

り
、
市
民
全
体
に
理
解
が

得
ら
れ
る
に
は
ど
う
す
る

の
か
。

現
時
点
で
は
そ
の
よ
う

な
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
。
各
公
民
館
図
書
室
で

対
応
し
て
い
く
。

　

展
示
面
積
を
広
く
確
保

し
、
つ
ぶ
さ
に
理
解
で
き

る
よ
う
な
展
示
を
目
指
す
。

現
時
点
に
お
い
て
、
議

論
、検
討
は
し
て
い
な
い
。

医
療
収
益
が
伸
び
悩
む

中
、
当
院
の
地
域
に
お
け

る
主
要
な
役
割
を
明
確
化

し
、
増
収
対
策
を
図
る
た

良
質
な
医
療
を
継
続
し

て
提
供
し
、
経
営
の
効
率

化
を
図
る
。

質

質

質

質

質

答

答

答答

答

教
育
長

社
会
教
育
課
長

病
院
事
業
管
理
者

市
民
病
院
事
務
長

市
民
病
院
事
務
長

豊後大野市民病院

め
、
現
在
医
療
需
要
と
し

て
見
込
ま
れ
る
病
棟
の
再

編
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
く
。

新図書館・資料館完成予想図
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～ 6 名の市議が市政を問う～

市 民 ク ラ ブ

吉
よし

藤
ふじ

里
さと

美
み

障がい者・高齢者等への防災行政
情報の提供はより細やかな配慮を

今後も一層の充実に向け検討を重ねる

連
携
型
小
・
中
一
貫
教
育
は
今
後
ど
の
よ
う
に

進
め
る
の
か

小
中
一
貫
校
へ
ス
テ
ー
ジ
ア
ッ
プ
し
た
取
り
組
み
を
進
め
る

～６名の市議が市政を問う～

連
携
型
小
・
中
一
貫
教

育
の
成
果
は
。

防
災
行
政
情
報
伝
達
手

段
の
多
重
化
（
令
和
４
年

３
月
稼
働
）
が
予
定
さ
れ

て
い
る
が
、
視
覚
・
聴
覚

に
障
が
い
の
あ
る
方
へ
の

情
報
提
供
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
な
手
段
を
考
え

て
い
る
か
。

朝
地
小
・
中
学
校
は
、

令
和
３
年
度
か
ら
一
貫
校

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
い
と

の
こ
と
だ
が
、
朝
地
以
外

の
小
、
中
学
校
に
つ
い
て

も
一
貫
校
へ
の
取
り
組
み

を
進
め
る
の
か
。

「
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
が
解

消
し
た
こ
と
」「
学
力
調

査
の
多
く
の
教
科
で
全

国
平
均
を
上
回
る
よ
う

に
な
っ
た
」「
異
年
齢
集

団
の
日
常
的
な
交
流
に
よ

り
、
豊
か
な
人
間
形
成
に

つ
な
が
っ
た
」「
地
域
の

方
々
か
ら
の
意
見
を
取
り

入
れ
た
学
校
運
営
が
で
き

現
段
階
に
お
い
て
は
、

視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方

に
は
、
音
声
告
知
端
末
に

よ
る
情
報
提
供
が
、
聴
覚

に
障
が
い
が
あ
る
方
に

は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

文
字
放
送
や
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
提
供

が
有
効
な
手
段
と
考
え
て

い
る
。

現
在
、
防
災
情
報
の
多

重
化
計
画
に
お
い
て
、
緒

方
町
、
大
野
町
で
の
屋
外

拡
声
器
の
整
備
や
、
市
民

皆
さ
ま
に
対
し
て
携
帯
電

話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

活
用
し
た
防
災
行
政
情
報

を
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
整

備
を
進
め
て
い
る
の
で
、

視
覚
や
聴
覚
に
障
が
い
の

朝
地
以
外
で
も
、
順
次

そ
の
方
向
性
で
具
体
的
な

質

質

質

答

答

答

教
育
長

総
務
企
画
統
括
理
事

教
育
長

朝地小・中学校（連携型小・中一貫教育） 

そ
の
他
の
質
問

「
飲
料
用
水
の
安
定
し
た

供
給
に
つ
い
て
」

る
よ
う
に
な
っ
た
」
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。

議
論
を
進
め
た
い
と
思
っ

て
い
る
。
連
携
型
小
・
中

一
貫
教
育
の
延
長
上
に
一

貫
校
が
あ
る
わ
け
で
、
既

存
の
小
、
中
学
校
を
統
廃

合
す
る
中
で
一
つ
の
学
校

を
つ
く
る
と
い
う
趣
旨
で

は
な
い
。

あ
る
方
に
も
有
効
な
手
段

に
な
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。



進捗状況調査

事業進捗状況調査を実施
令
和
元
年
10
月
21
日
に

総
務
常
任
委
員
会
、
10
月

25
日
に
厚
生
文
教
常
任
委

員
会
、
11
月
18
日
に
産
業

建
設
常
任
委
員
会
が
そ
れ

ぞ
れ
所
管
す
る
課
の
現
年

度
の
事
業
進
捗
状
況
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。

担
当
課
よ
り
事
業
の
進

捗
状
況
の
説
明
を
受
け
た

後
、
各
委
員
か
ら
事
業
の

内
容
や
予
算
に
関
す
る
質

疑
や
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。各

委
員
会
の
調
査
事
業

は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

事業進捗状況調査対象事業一覧表
委員会名 担当課 主な事業名

総務常任委員会

総務課 広報広聴事業ほか２事業

財政課 財産管理事業

税務課 賦課徴収事業

まちづくり推進課 新エネルギー導入促進事業ほか３事業

消防本部 非常備消防運営事業

厚生文教常任委員会

市民生活課 健康づくり増進事業

環境衛生課 塵芥処理事業

人権・部落差別解消推進課 男女共同参画事業

社会福祉課 地域生活支援事業

子育て支援課 子ども・子育て支援事業

高齢者福祉課 介護保険事業

学校教育課 教育振興事業

社会教育課 文化財保護事業

産業建設常任委員会

農業振興課 農業振興事業ほか１事業

農林整備課 農道維持管理事業ほか１事業

商工観光課 道の駅等管理運営事業ほか１事業

建設課 市道維持管理事業ほか１事業
上下水道課 水道事業
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各委員会の様子
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越知町議会

岩倉市議会

勝浦町議会

高山市議会

議
会
運
営
委
員
会
令
和
元
年
11
月
5
日
～
7
日

愛
知
県
岩
倉
市
議
会
・
岐
阜
県
高
山
市
議
会

越
知
町
議
会
は
、
議

員
数
は
10
名
で
議

会
広
報
常
任
委
員
会
は
５

名
の
定
数
で
事
務
局
職
員

と
共
同
編
集
を
行
い
、
議

長
も
出
席
し
て
い
ま
す
。

議
会
広
報
紙
の
編
集
に

つ
い
て
は
、
議
会
広
報
紙

を
手
に
取
っ
て
読
ん
で
も

ら
う
た
め
に
、
表
紙
写
真

を
最
重
要
ポ
イ
ン
ト
と
位

置
付
け
て
お
り
、
動
き
が

あ
る
子
ど
も
の
写
真
を
使

う
こ
と
で
イ
ン
パ
ク
ト
を

出
し
て
い
ま
す
。

ま
た
見
開
き
全
体
に
大

き
な
写
真
を
掲
載
す
る
と

い
う
手
法
を
と
り
、
左
右

の
見
開
き
全
体
で
、
タ
イ

ト
ル
や
記
事
、
写
真
掲
載

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
見
や

す
さ
を
出
し
て
い
ま
す
。

越
知
町
議
会
は
町
村
議

会
広
報
全
国
コ
ン
ク
ル
ー

ル
を
積
極
的
に
活
用
し
、

過
去
12
回
受
賞
し
て
お

り
、
多
く
の
先
進
的
な
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。

勝
浦
町
議
会
は
議
員

数
は
10
名
で
議
会

広
報
常
任
委
員
会
は
５
名

体
制
で
す
。

編
集
は
基
本
的
に
は
議

員
が
編
集
、
写
真
撮
影
を

全
て
行
い
ま
す
が
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
を
３
年
間

勤
め
て
起
業
し
た
ウ
ェ
ブ

デ
ザ
イ
ナ
ー
に
、
編
集

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
関

わ
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

一
般
質
問
に
つ
い
て

は
、
録
画
に
よ
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
議
会
中
継
を

行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
一

般
質
問
の
動
画
に
ア
ク
セ

ス
す
る
た
め
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
議
会
だ
よ
り
に
掲
載

し
て
い
ま
し
た
。

勝
浦
町
議
会
も
町
村
議

会
広
報
全
国
コ
ン
ク
ー

ル
で
の
受
賞
経
験
が
あ
り
、	

写
真
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に

方
言
を
使
っ
て
み
た
り
、

表
紙
の
写
真
を
町
民
か
ら

募
集
す
る
な
ど
様
々
な	

努
力
が
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
令
和
元
年
10
月
28
日
～
30
日

高
知
県
越
知
町
議
会
・
徳
島
県
勝
浦
町
議
会

岩
倉
市
議
会
は
議
員

数
15
名
で
、議
会
運

営
委
員
会
は
５
名
で
す
。

岩
倉
市
議
会
が
独
自
に

取
り
組
ん
で
い
る
活
動
と

し
て
は
、
ま
ず
視
察
の
受

入
は
議
会
、
議
員
間
で
い

ろ
い
ろ
な
意
見
交
換
等
が

で
き
る
貴
重
な
機
会
と
捉

え
、
半
数
の
議
員
が
２
班

交
替
で
出
席
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
、
議
員
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
に
積
極
的
に
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

次
に
市
議
会
サ
ポ
ー

タ
ー
制
度
に
つ
い
て
は
、

平
成
30
年
８
月
に
満
18
歳

以
上
の
市
民
22
人
を
岩
倉

市
議
会
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し

て
委
嘱
し
、
市
議
会
の
運

営
等
に
関
し
、
要
望
、
提

言
な
ど
を
聴
収
し
て
議
会

運
営
等
に
反
映
さ
せ
、
市

議
会
の
円
滑
か
つ
民
主
的

な
運
営
を
推
進
す
る
と
い

う
も
の
で
し
た
。
今
年
は

18
名
の
方
が
サ
ポ
ー
タ
ー

に
な
っ
て
お
り
、
市
議
会

に
対
す
る
意
見
や
提
言
を

い
た
だ
い
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

高								

山
市
議
会
は
議
員

数
24
名
で
、
議
会

運
営
委
員
会
は
７
名
で
す
。

高
山
市
議
会
が
独
自
に

取
り
組
ん
で
い
る
内
容
と

し
て
は
、
ま
ず
議
会
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
で
す
。

こ
れ
は
議
会
改
革
の
取

り
組
み
を
総
合
的
・
継

続
的
に
検
証
・
議
論
す
る

中
で
、
専
門
的
な
知
見
を

活
用
す
る
た
め
、
平
成
30

年
に
、
以
前
よ
り
関
わ
り

の
あ
っ
た
法
政
大
学
副
学

長
に
委
嘱
し
て
、
年
間
の

方
向
性
や
懸
案
事
項
、
議

会
改
革
を
含
む
議
会
活
動

全
般
に
お
い
て
助
言
を
い

た
だ
い
て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

次
に
政
策
討
論
会
に
つ

い
て
は
、
市
民
意
見
交
換
会	

で
の
市
民
と
の
議
論
や
情

報
収
集
を
行
い
、常
任
委
員	

会
で
の
議
論
の
結
果
、政
策

提
言（
案
）を
作
成
し
、
議

員
全
員
で
の
政
策
討
論
会

に
お
い
て
議
論
し
合
意
形

成
が
諮
ら
れ
た
も
の
を
市

長
等
に
政
策
提
言
を
行
っ

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。



第８回議会報告会

開催日時 開催場所 テーマ 人数

１１月１２日（火）午後７時～ 朝地公民館

観光振興について
市政全般について

１７人

１１月１２日（火）午後７時～ 犬飼公民館 ７人

１１月１３日（水）午後７時～ 緒方公民館 ２０人

１１月１３日（水）午後７時～ 市役所５階 ２６人
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第８回議会報告会を４会場で開催しました。今回は第１部として９月定例会の状況
など議会の活動を報告するとともに、第２部では「観光振興について」「市政全般に
ついて」をテーマに質疑や意見交換が行われました。
今回市民の皆様からいただいたご意見をもとに、今後の議会活動や市政の発展に生
かしていきたいと考えています。

三重会場 朝地会場

緒方会場 犬飼会場

■30 代以下　■40 代　■50 代　■60 代　■70 代以上 
■男　　■女

年代別来場者数の推移性別来場者数の推移

第５回 第６回 第７回 第８回第５回 第６回 第７回 第８回
0.8％ 4.8％

15.3％

41.9％
84.4％

15.6％

83.7％

16.3％

69.6％

30.4％

63.3％

36.7％
37.1％

1.1％ 6.3％ 7.4％
7.4％ 3.2％

22.6％

37.1％

33.9％

3.2％

15.8％

38.9％

30.5％

16.8％

47.4％

28.4％

第８回議会報告会を開催

参加者延べ７０
人



第８回議会報告会

第
８
回
議
会
報
告
会
で

は
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
、

多
く
の
意
見
や
要
望
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
い
た
だ
い
た

意
見
な
ど
の
主
な
内
容
を

テ
ー
マ
ご
と
に
抜
粋
し
た
も

の
を
お
伝
え
し
ま
す
。

な
お
、
い
た
だ
い
た
意
見

や
要
望
な
ど
は
、
今
後
執
行

部
の
見
解
等
が
必
要
な
も
の

は
回
答
を
求
め
る
と
と
も

に
、
議
会
、
議
員
活
動
に
生

か
し
て
い
き
ま
す
。

　

原
尻
の
滝
な
ど
に
は
自
動

的
に
観
光
客
が
来
る
が
、
そ

の
次
の
観
光
地
ま
で
の
二
次

交
通
が
う
ま
く
関
連
づ
い
て

い
な
い
。
市
は
観
光
振
興
に

真
剣
に
携
わ
る
の
で
あ
れ
ば

里
の
旅
公
社
の
マ
ン
パ
ワ
ー

不
足
を
解
消
し
て
欲
し
い
。

　

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
支

援
が
本
年
度
で
終
了
す
る
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

皆
さ
ん
頑
張
っ
て
い
ろ
ん
な

こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、

活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
る

の
で
、
今
後
も
何
ら
か
の
形

で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　

市
民
病
院
の
決
算
状
況
を

見
る
と
、
事
業
の
赤
字
の
要

因
は
豊
肥
圏
内
の
人
口
減
少

に
よ
る
も
の
が
大
き
い
と
書

い
て
い
た
。
地
元
と
し
て
は

市
民
病
院
が
無
く
な
っ
た
ら

困
る
の
で
、
継
続
の
た
め
に

専
門
委
員
会
な
ど
を
設
け
て

検
討
し
て
欲
し
い
。

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
１
０
０

ｍ
先
の
隣
の
子
ど
も
は
乗
れ

る
の
に
う
ち
の
子
は
乗
れ
な

い
。
距
離
な
ど
の
決
め
事
は

か
な
り
前
に
決
め
ら
れ
た
と

思
う
し
、
ま
た
交
通
状
況
も

非
常
に
よ
く
な
い
の
で
見
直

し
を
し
て
欲
し
い
。

市
民
の
パ
イ
プ
役

で
す
の
で
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。

危
機
的
状
況
に
あ

る
三
重
町
以
外
の
周

辺
部
の
過
疎
化
に
対

し
議
員
に
危
機
感
が

な
い
。

こ
れ
か
ら
も
報
告

会
に
手
話
通
訳
を
つ

け
て
欲
し
い
。

昼
間
傍
聴
に
行
け

な
い
の
で
ナ
イ
タ
ー

の
市
議
会
を
し
て
欲

し
い
。

　
地
域
の
課
題
や
現

状
を
把
握
す
る
た
め

に
住
民
と
も
っ
と
接

し
て
欲
し
い
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
に
つ
い
て
は

ど
れ
だ
け
の
観
光
効
果
が
あ

る
の
か
非
常
に
疑
問
で
あ

る
。
豊
後
大
野
市
は
一
つ
だ

と
言
い
な
が
ら
各
町
の
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
は
ば
ら
ば
ら

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
人
口

減
少
が
進
む
中
で
豊
後
大
野

市
が
ど
う
や
っ
て
元
気
に
な

る
か
真
剣
に
考
え
て
欲
し

い
。

　

俚
楽
の
郷
に
あ
る
絹
さ
ん

人
形
は
昭
和
初
期
か
ら
40
年

代
ま
で
の
緒
方
町
の
農
村
風

景
を
含
め
た
生
活
の
遺
品
と

思
う
。
後
世
に
残
す
べ
き
も

の
と
し
て
、
絹
さ
ん
人
形
を

活
用
し
た
観
光
開
発
は
で
き

な
い
か
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
全
国
大
会
に

参
加
で
き
て
非
常
に
感
激
し

た
。
そ
の
後
市
役
所
に
反
省

会
み
た
い
な
も
の
は
な
い
か

と
尋
ね
た
ら
特
に
な
い
と
言

わ
れ
た
。
関
係
者
だ
け
で
な

く
、
一
般
市
民
の
意
見
を
気

軽
に
取
り
入
れ
る
機
会
を

作
っ
て
欲
し
い
。

　

観
光
に
限
ら
ず
単
独
的
、

単
発
的
な
施
策
に
つ
い
て
市

内
に
お
け
る
循
環
型
の
経
済

機
構
、
持
続
可
能
な
地
域
づ

く
り
な
ど
と
関
連
づ
け
て
ど

う
総
合
計
画
の
中
で
位
置

づ
け
る
の
か
な
ど
を
も
う

ち
ょ
っ
と
追
求
さ
れ
て
も
い

い
と
思
う
。

　

大
野
町
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ

ハ
ブ
は
、
草
は
切
っ
て
お
ら

ず
担
当
課
に
言
っ
た
ら
１
週

間
後
ぐ
ら
い
に
草
を
切
っ

た
。
折
角
作
っ
た
も
の
は
活

用
で
き
る
状
態
で
管
理
し
て

も
ら
い
た
い
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
ほ

と
ん
ど
乗
っ
て
い
な
い
と
い

う
状
況
に
あ
る
。
そ
の
原
因

と
し
て
時
間
帯
が
悪
く
日
中

ほ
と
ん
ど
人
が
乗
ら
な
い
時

間
帯
に
バ
ス
が
動
い
て
い

る
。
統
一
的
な
も
の
で
は
な

く
、
あ
い
の
り
タ
ク
シ
ー
の

よ
う
な
必
要
な
と
き
に
乗
れ

る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
ほ

し
い
。

観
光
振
興
に
つ
い
て

市
政
全
般
に
つ
い
て

ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り

1919 （第66号2020.2）



新図書館・資料館の建設状況

新図書館・資料館の建設状況
令
和
元
年
７
月
に
着
工
し
た
新

図
書
館
・
資
料
館
は
、
現
在
順
調

に
建
設
が
進
ん
で
い
ま
す
。

新
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
求
め

る
図
書
館
像
を
「
地
域
と
人
と
智

が
つ
な
が
り
と
も
に
成
長
し
て
い

く
拠
点
」
と
定
め
、
従
来
の
学
習

の
た
め
の
施
設
に
加
え
、
市
民
皆

様
が
集
い
、
交
流
で
き
る
居
心
地

の
よ
い
滞
在
型
の
施
設
を
目
指
し

ま
す
。

新
資
料
館
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
の
文
化
財
資
料
を
単
に
保

存
、
整
備
、
展
示
し
来
館
者
に
観

て
も
ら
う
と
い
う
形
式
か
ら
、
自

然
環
境
や
文
化
的
、
歴
史
的
環
境

の
情
報
発
信
を
行
い
、
こ
こ
に
来

て
学
ぶ
と
い
う
ス
タ
イ
ル
の
確
立

を
目
指
す
と
と
も
に
、
ジ
オ
パ
ー

ク
の
拠
点
施
設
と
し
て
位
置
づ

け
、
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
の
推
進
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

今
回
は
新
図
書
館
・
資
料
館
の

建
設
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
令
和
元
年
12
月
27
日
現
在
）
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建設中の新図書館・資料館

面積・構造 附帯施設（駐輪場等）を含む延床面積・・・3,525.04㎡
本体施設の延床面積・・・3,442.13㎡
鉄骨鉄筋コンクリート造（一部鉄骨造）

請負業者
及び契約額

建築主体 熊野・宮成特定建設工事共同企業体 1,032,900,000 円
電気設備 （株）山村電設工業 161,700,000 円
空調設備 （株）山村電設工業 180,730,000 円
給排水衛生設備 （株）川辺工業 45,980,000 円
外構 未発注

進捗状況 工期は令和 3 年 1 月 29 日まで
現在は基礎工事を行っている
外構工事は令和 2 年度発注予定

新図書館・資料館



議員研修・人権研修

2121 （第66号2020.2）

人権研修会の様子

議員研修会の様子

令
和
元
年
11
月
28
日
、
議

会
基
本
条
例
に
基
づ
き
、
議

員
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

研
修
で
は
、
元
大
分
県
議

会
事
務
局
長
の
渡
邊
秀
一
氏

を
お
招
き
し
、「
仕
事
を
通

し
て
学
ん
だ
こ
と
、
考
え
た

こ
と
」
と
題
し
て
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

ご
自
身
の
仕
事
上
で
の
経

験
談
を
交
え
て
、
と
て
も
貴

重
な
講
演
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
特
に
大
分
車
い
す

マ
ラ
ソ
ン
が
多
方
面
に
及
ぼ

し
た
影
響
や
、
県
議
会
事
務

局
長
と
し
て
議
会
運
営
に
携

わ
っ
た
話
は
、
今
後
の
当
市

の
議
会
運
営
や
議
員
活
動
の

参
考
と
し
て
学
ば
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
研
修
の
充
実
に
努

め
、
能
力
の
向
上
に
努
め
ま

す
。

議
員
研
修
会
と
同
日
に
人

権
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

大
分
県
人
権
問
題
研
修
講

師
の
足
立
完
治
先
生
を
お
招

き
し
、「
人
権
感
覚
の
高
揚

を
め
ざ
し
て
～
な
ぜ
差
別
は

続
く
の
か
？
～
」
と
題
し
て

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

人
権
三
法
の
施
行
や
人
権

問
題
に
対
す
る
意
識
調
査
の

結
果
な
ど
の
現
状
を
正
し
く

学
び
、
最
近
の
社
会
事
象
に

潜
む
偏
見
や
差
別
な
ど
に
気

づ
き
、
さ
ら
に
自
身
の
人
権

に
対
す
る
意
識
を
見
直
す
こ

と
に
よ
り
、
自
分
の
心
の
豊

か
さ
や
差
別
の
な
い
社
会
へ

つ
な
が
る
と
改
め
て
感
じ
る

研
修
と
な
り
ま
し
た
。

議
員
研
修
会
を
開
催

人
権
研
修
会
を
開
催



閉会中の議会の動き

（第66号2020.2） 22

令
和
元
年
10
月
29
日
に
山
形
県
南
陽

市
議
会
の
皆
さ
ん
が
、
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

シ
ョ
ン
フ
ァ
ー
ム
（
新
規
就
農
者
技
術

習
得
研
修
施
設
）
事
業
を
は
じ
め
と
し

た
農
業
振
興
の
取
り
組
み
を
視
察
し
ま

し
た
。

説
明
後
は
質
疑
や
意
見
交
換
な
ど
、

活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

令
和
元
年
11
月
12
日
に
山
形
県
上
山

市
議
会
の
皆
さ
ん
が
、
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

シ
ョ
ン
フ
ァ
ー
ム
（
新
規
就
農
者
技
術

習
得
研
修
施
設
）
事
業
を
は
じ
め
と
し

た
農
業
振
興
の
取
り
組
み
を
視
察
し
ま

し
た
。

説
明
後
は
現
地
に
赴
き
、
施
設
な
ど

を
視
察
し
ま
し
た
。

令
和
元
年
11
月
21
日
に
鹿
児
島
県
湧

水
町
議
会
経
済
文
教
常
任
委
員
会
の
皆

さ
ん
が
、
国
体
後
の
カ
ヌ
ー
競
技
施
設

活
用
の
現
状
と
交
流
人
口
の
増
加
策
の

取
り
組
み
を
視
察
し
ま
し
た
。

説
明
後
は
現
地
に
赴
き
、
カ
ヌ
ー
競

技
施
設
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

～
山
形
県
南
陽
市
～

～
山
形
県
上
山
市
～

～
鹿
児
島
県
湧
水
町
～

視察の様子

視察の様子

視察の様子

視察３団体を受け入れ



閉会中の議会の動き

2323 （第66号2020.2）

議会日誌
10月 11月 12月

2 日 ( 水 ) 
8 日 ( 火 ) 

15 日 ( 火 ) 
16 日 ( 水 ) 
21 日 ( 月 ) 
24 日 ( 木 ) 

25 日 ( 金 )
28 日 ( 月 )

 
29 日 ( 火 ) 

30 日 ( 水 ) 

6 日 ( 水 )

 7 日 ( 木 )

12 日 ( 火 )

13 日 ( 水 )
 18 日 ( 月 )
20 日 ( 水 ) 
21 日 ( 木 )
25 日 ( 月 )
26 日 ( 火 )
28 日 ( 木 ) 
29 日 ( 金 )

 2 日 ( 月 ) 

9 日 ( 月 )
10 日 ( 火 ) 
13 日 ( 金 )
16 日 ( 月 )

 
 20 日 ( 金 ) 

議会広報編集特別委員会
議会広報編集特別委員会
 議会活性化委員会
議会広報編集特別委員会
総務常任委員会
厚生文教常任委員会
( 三重総合高校学校訪問 )
 厚生文教常任委員会
議会広報編集特別委員会行政視察
( 高知県越知町 )
 山形県南陽市議会行政視察来市
議会活性化委員会
議会広報編集特別委員会行政視察
( 徳島県勝浦町 )

 議会運営委員会行政視察
( 愛知県岩倉市 )
 議会運営委員会行政視察
( 岐阜県高山市 )
第 8 回議会報告会 ( 朝地・犬飼 )
山形県上山市議会行政視察来市
第 8 回議会報告会 ( 三重・緒方 )
産業建設常任委員会
全員協議会
鹿児島県湧水町議会行政視察来市
議会運営委員会
議会活性化委員会
議員研修
議会運営委員会　　　

本会議（議案上程）
議会広報編集特別委員会
本会議（一般質問）
本会議（一般質問）
本会議（議案質疑）
常任委員会
( 総務 ･ 厚生文教 ･ 産業建設 )
本会議 ( 閉会 )
議会運営委員会

　　　　
　　　　　

　

令
和
元
年
10
月
24
日
に
三
重
総
合
高
校
の
職

員
の
皆
様
と
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
で
意
見
交

換
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
初
に
学
校
説
明
を
受
け
た
後
、
委
員
と
の

間
で
意
見
交
換
、校
舎
内
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

　

三
重
総
合
高
校
発
展
の
た
め
、
今
回
の
意
見

を
今
後
の
委
員
会
活
動
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

令
和
元
年
12
月
25
日
に
、
先
般
の
議
会
報
告

会
で
市
民
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
意

見
・
質
疑
を
執
行
部
へ
提
出
し
ま
し
た
。

　

提
出
し
た
意
見
、
執
行
部
か
ら
の
見
解
に
つ

い
て
の
詳
細
は
次
号
（
第
67
号
）
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

三
重
総
合
高
校
と
意
見
交
換
会

市
民
の
意
見
・
質
疑
を
執
行
部
へ
提
出

意見交換会校舎内見学

議長から市長へ意見を提出
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第
６

6
号

令
和

2
年

2
月

１
日

発
行

市や議会に対する
　 市民皆さまの思いを紹介

議会を傍聴してみませんか？

手続きは、受付で住所と名前を書くだけです。
お気軽に議会事務局にお尋ねください。

℡ 0974-22-1001
市内無料電話　9-22-1001

次回3月定例会は、2月25日に開会予定です。
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大野の未来

豊肥の雄 三重中学校
三重中学校は、全校生徒４２１人という多人数で生徒会活動に取

り組んでいます。全校生徒一人ひとりが、過ごしやすい学校にしよ
うとがんばっています。
今年の生徒会テーマは、「絆

ばん

礼
れい

～認め合い・支え合い・高め合え
る学校～」です。「絆

ばん

礼
れい

」という言葉は、前期のテーマを引き継ぎ
絆や互いを尊重しあえる学校という意味がこめられています。そこ
に「認め合い・支え合い・高め合える学校」を付け加え、豊肥の雄
にふさわしい学校を目指していくというテーマになっています。
今の三重中学校には、改善していかないといけないところがたく

さんあります。そこを、今までの活動を見直しながら、新しい活動
を取り入れ、全校生徒で努力をしているところです。各専門部が工
夫をこらし、活動を行っています。
僕たちは、このような活動を通して一人ひとりのことを思いやり、

助け合える学校を目指してがんばっていきます。

私たちは、国語の授業で「町の幸福論」という学習をしました。
地域住民が主体的に町作りに取り組み、豊かな大野町にするために、
※バックキャスティング法を使って、未来の大野町をイメージして
みました。
一つ目は大野駅ビル構想です。大野駅ビルができることによって
二つのメリットがあります。一つは交通の便がよくなり、大分など
に行きやすくなります。もう一つは、大野町で行っている活動がさ
らに充実できることです。大野町の人たちの交流が深まり、さらに
は大野町以外の人たちとの交流もふえていけると思います。
二つ目は沈堕橋です。沈堕橋ができることで、人がより多く集まっ
て来ると思うからです。それにワークショップやイベントなどをし
たら、もっと有名になると思います。
この二つの活動によって、地域住民が主体となる場を持ち、豊か
な町の幸福を生み出せるようにがんばります。

三重中学校２年

大野小学校６年

衞
え

藤
とう

　 結
ゆ

生
う

永
なが

易
やす

　 颯
そう

※バックキャスティング法・・ありたい姿・あるべき姿を想定し、その実現のために、今なすべきことを考えること


